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宇和島市立三間中学校 2025 

学校教育目標 ： 「力強く夢に向かう生徒の育成」  
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○ 自らを律し、目的に向かって努力するたくましさを育てる教育の実践 

○ 自らの長所を伸ばし、新たな可能性を生み出す力を育てる教育の実践 

○ 自らを大切にする心、他者に対するあたたかな心を育てる教育の実践 

 

○ 確かな学力の定着と向上 

☆ 学力向上推進計画に基づく組織的な取組を進めます。 

☆ ＩＣＴを有効活用する授業の研究を進め、主体的な学びを支えます。 

○ 特色ある教育活動の推進 

☆ 郷土に対する誇りと愛着を育む学習の充実を図ります。 

☆ 魅力ある体験活動を充実させ、感動体験を味わわせます。 

○ 地域とつながる学習と活動の充実 

☆  地域に学び、地域のよさや働くことの魅力を実感させます。 

☆ 地域や人に感謝し、「ふるさと三間」に貢献する活動を推進します。 

 

【実りある教育活動を目指して】 

「目指す学校像」 
「笑顔」と「期待」に満ちた学校 

「目指す生徒像」 
優しく、たくましい心を持ち、 

明るい未来を語る生徒 

「目指す教師像」 
専門性を発揮し、生徒の幸せを 

心から願う教師 

学校 家庭 

行政 地域 

みんなで まえへ！ 
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１ 豊かな心・健やかな体 

 ○ 人権意識の高揚と道徳性の涵養 

 ○ 主体的な生徒会活動による成功体験の実感 

 ○ 家庭と連携した望ましい生活習慣の確立  

 ○ 心身の鍛錬に資する部活動の充実 

２ 確かな学力の定着と向上 

 ○ 分かる・考える・伸びる授業への使命感を持った実践 

 ○ ＩCＴを最大限に活用した学びの充実と推進 

 ○ 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実 

 ○ 生徒の将来的展望を適切に支援する進路指導の充実 

３ 学校・家庭・地域・行政が一体となった教育 

 ○ コミュニティ・スクールの活性化 

 ○ タイムリーな情報発信と家庭・地域との信頼関係の構築 

 ○ 「ふるさと三間」への誇りと愛着を育む教育活動の推進 

 ○ 校区小学校、市内中学校、近隣県立学校等との連携 
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１ 人的管理 

 ○ 教育者としての使命感の高揚と信用失墜行為の根絶 

 ○ 明るく風通しのよい職場づくりの推進 

 ○ ムリ・ムダのない職務遂行に向けた「働き方改革」の推進 

 ○ 心身の健康管理の徹底と積極的な自己研さんの励行 

２ 物的管理 

 ○ 「学びの場」、「学びの財産」を意識した教育環境づくり 

 ○ 恒常的な安全点検・安全管理の徹底 

 ○ 安全な教育活動を保障する施設・設備・備品等の保全と有効活用 

３ 事務管理 

 ○ 共同学校事務室との連携に基づく学校支援体制の確立 

 ○ ＩCＴを有効に活用した事務処理の効率化と迅速化 

 ○ 経理事務の適正な執行と個人情報保護に関する厳正な管理 
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 本校は、昭和 42年４月１日に、旧三間町の鬼北中学校と二名中学校の２校が三間町立三

間中学校として統合された中学校である。平成 17年の市町村合併により、北宇和郡から宇

和島市への合併を経て、現在の宇和島市立三間中学校として歴史を刻んでいる。 

 地域と連携・協働するボランティア活動等が脈々と受け継がれており、現在でも、お遍

路接待、読み聞かせ活動への参加、公園のイルミネーション取付け、ＪＲ予土線応援プロ

ジェクト運動等、生徒の主体性が生きる活動が学校教育の中にも溶け込んでいる。 

 今後も、地域に信頼され、地域に愛される学校を目指し、「三間の教育」の継承と更なる

発展・充実に関係者が一丸となって取り組むことにより、生徒一人一人の生きる力の醸成

や郷土愛の高揚に資する教育活動の推進に努める。 

 


